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1月１日の町人口　32,587人　男16,232人　女16,355人　世帯数14,769世帯　〔12月中の動き〕出生9人　死亡29人　転入144人　転出97人

寄居町の主なできごと(平成9年)

3月　�保健福祉総合センター�
(ユウネス)完成

7月　�鉢形城跡保存整備事業�
開始

8月　�さいたま川の博物館�
開館

10月　�農業ふれあいセンター�
完成

　

平
成
８
年
１１
月
、
文
化
庁
で
は
「
歴

史
の
道
百
選
」
と
し
て
、
全
国
７８
カ
所

の
街
道
な
ど
を
選
定
。
埼
玉
県
か
ら
は

さ
い
た
ま
市
の
見
沼
通つ

う
せ
ん
ぼ
り

船
堀
と
毛
呂
山

町
か
ら
寄
居
町
ま
で
の
鎌
倉
街
道
―
上

道
―
の
２
カ
所
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

鎌
倉
街
道
は
、
鎌
倉
幕
府
成
立
と
と

も
に
整
備
さ
れ
た
と
さ
れ
る
中
世
の
道

で
、
鎌
倉
か
ら
関
東
諸
国
や
信
濃
・
陸

奥
に
ま
で
通
じ
た
、
兵
員
な
ど
の
道
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
埼
玉
県
内
を
通
過

す
る
鎌
倉
街
道
は
、
県
東
部
を
縦
断
す

る
中な

か
つ
み
ち道
と
、
東
京
都
東
村
山
市
か
ら
県

西
部
の
丘
陵
地
帯
を
抜
け
て
、
本
庄
市

か
ら
群
馬
県
藤
岡
市
へ
向
か
う
上
道
が

主
要
な
道
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

町
内
で
は
、
南
か
ら
市
野
川
を
越
え

て
、
今
市
、
塚
田
、
赤
浜
と
通
過
し
て

荒
川
を
渡
り
ま
す
。
普
光
寺
周
辺
で
は

幅
数
メ
ー
ト
ル
の
掘
割
状
の
遺
構
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

町
教
育
委
員
会
で
は
平
成
８
年
、

こ
の
一
部
を
発
掘
調
査
し
て
、
明
瞭
な

道
路
遺
構
を
確
認
し
ま
し
た
。
幅
約
６

メ
ー
ト
ル
で
最
深
部
が
５０
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
の
直
線
的
な
道
で
、
馬
や
人

が
踏
み
締
め
て
堅
く
な
っ
た
部
分
も

は
っ
き
り
と
分
か
り
ま
す
。

　

発
掘
調
査
で
は
、
古
銭
や
陶

磁
器
、
鎌
倉
時
代
の
「
文
永
４
年

(

１
２
６
７)
」
銘
の
板い

た
び碑
な
ど
が
出
土

し
て
い
ま
す
の
で
、
発
見
さ
れ
た
道
路

遺
構
が
鎌
倉
時
代
に
使
用
さ
れ
て
い
た

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

道
路
は
改
修
や
補
修
を
繰
り
返
し
な

が
ら
維
持
さ
れ
「
い
ざ
鎌
倉
！
」
の
と

き
に
は
各
地
の
武
士
が
利
用
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

広
報
よ
り
い
８
０
０
号
ま
で
町
広
報

誌
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
紹
介
す
る
と

と
も
に
町
の
歴
史
を
振
り
返
り
ま
す
。

今
回
は
平
成
９
年
３
月
１
日
に
発
行
さ

れ
た
町
広
報
誌
の
中
か
ら
「
鎌
倉
街
道

―
上か

み
つ
み
ち道
―
」
の
記
事
を
紹
介
し
ま
す
。

今
年
の
大
河
ド
ラ
マ
で
話
題
の
「
鎌

倉
」
で
す
が
、
寄
居
町
に
も
鎌
倉
時
代

の
武
蔵
武
士
の
息
吹
を
伝
え
る
場
所
が

残
っ
て
い
ま
す
。

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ニ
ュ
ー
ス

鎌
倉
街
道
―
上
道
―
が

『
歴
史
の
道
百
選
』
に
選
定

発掘調査で見つかった道路遺構

普光寺わきの鎌倉街道

　
　
　
　
　
　

を

振
り
返
る

町
広
報
誌


